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町田市いきいき長寿プラン２４－２６

【関係者から見たニーズ】

・認知症は早期受診をして支援につなげることが必要です。

・若年性認知症の人には、就労や就労継続等の支援が必要です。

・判断能力が低下した場合等のために、あらかじめ成年後見制度
等があることを周知しておく必要があります。



町田市いきいき長寿プラン２７－２９策定に向けた検討

資料4-2のとおり、町田市いきいき長寿プラン27-29策定に向
け、地域ケア会議、本人の会（認知症当事者が集まる会）、地
域の様々な活動から、認知症支援に関するニーズを抽出し、現
状の課題を整理しました。

①新しい認知症観（認知症のイメージ）
②本人の集い、相談の場
③家族、介護者の支援、相談、交流
④社会参加推進、やりたいことチャレンジ
⑤認知症サポーター活動
⑥早期受診、早期発見
⑦本人の意思決定支援



町田市いきいき長寿プラン２７－２９策定に向けた検討

認知症支援に関して整理した分類について、お気づきの
点がございましたら、ご意見をいただきたい。


	スライド 1
	スライド 2
	スライド 3
	スライド 4
	スライド 5

